
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 c 270 160 31.3% e 1.00

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

c ｅ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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施策番号 2601

施策名 火災を未然に防止して市民のいのちとくらしと財産を守る予防消防の推進

市民生活実感調査総合評価

設問

概要

　火災件数や火災による死者の低減に向け，火災予防対策，施設の防火安全対策を
推進するとともに，文化財を火災から守るための取組を進める。

施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

共管局・部室

1

担当局・部室

上位政策 26　消防・防災

１　客観指標評価

24年度

25年度評価

消防局・予防部

指標名
前回値
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‐
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客観指標総合評価

25年度回答

身近なところで防火意識が高まり，出火防止の取組が進んで
いる。
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京都には文化財を守る意識が根付いており，文化財を火災な
どの災害から守る取組が進んでいる。2
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｅ ｂ

23
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 3,739,794 3,757,244

2 591,066 587,317

3 183 2,183
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

24年度
決算額

25年度
予算額

担当局

消防局

かなり悪い

事業費の状況（千円）
25年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

かなり悪い 消防局

・住宅用火災警報器が未設置である世帯（一部設置されている世帯を含む。）に対する指導を強化す
るとともに，住宅火災の発生原因をより詳細に分析し，予防対策に反映させていく。
・高齢者や障害者等の状況に応じたきめ細やかな防火安全指導を実施するとともに，あらゆる機会を
通じて市民等の防火意識の高揚に努め，放火火災に対する市民等への啓発についても実施する。
・特定防火対象物等への査察，違反対象物への是正指導を確実に実施する。

☑　客観指標

文化財防火対策

消防用設備等設置資金融資

重み付け

事業名

D

（重み付けの理由）
　消防・防災施策については，市民にとって平常時には実感を得にくいものであることから，客観
指標を重視する。

（原因分析）
・客観指標評価については，河川敷での放火事案，天ぷらなべ火災，こんろ火災が昨年より多く発生するな
ど大幅に火災が増加したため，ｅ評価となった。
・市民生活実感評価については，前年と比べ火災件数が増加したことに伴い，出火防止の取組に対する実
感はｃ評価になった。一方，文化財を災害から守る意識は浸透し根付いていることからａ評価となり，結果ｂ評
価となったと考えられる。

施策の目的があまり達成されていない

火災予防活動対策

良い

24
年
度

Ｃ

B

□　市民の実感

今後の方向性の検討

消防局



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 31.3%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24 25

b c e

担当課 予防部 連絡先 ２１２－６６７２

施策名 2601 火災を未然に防止して市民のいのちとくらしと財産を守る予防消防の推進

指標名 火災件数（件）

数値 根拠

3年間(平成20年～平成22年)の住宅火災の
焼死者及び火災件数等をもとに算定

備考

京都市内で年間に発生した火災件数

火災による死者数ゼロに向けた市民の予防意識
と取組効果の高さを示す指標

算出方法：年間の火災件数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

23年 24年

215 270 55件増 160

根拠

火災件数が
a：160件以下
b：160件超～190件以下
c：190件超～220件以下
d：220件超～250件以下
e：250件超

目標数値160件以下をaとし，前基本計
画の目標数値としていた220件を中間基
準のcとした。各区分の数値を30件刻み
とした。

全国順位
中長期目標


